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委員長 藤井良一 副委員長 武田洋幸 幹事 井伊雅子 

主な活動 審議内容 
第24期学術の大型研究計画に関するマスタープラン（マスタープラン2020）の実

施の決定（平成30年2月22日発表）、策定方針の検討とアンケートを実施し（５−

6月）方針案を策定。平成30年11月に方針及び公募要項を発表予定。 

意思の表出（※見込み含む） 
平成 30 年 11 月にマスタープラン 2020 策定の方針及び公募要項について報告と

して発表し、マスタープランについては平成 32 年春に提言として発表見込み。 
開催シンポジウム等 
平成 30 年度中に研究計画の在り方についてシンポジウムを開催予定。 

開催状況 平成 30年 1月 15日, 2月 20日, 4月 2日, 6月 21日、7月 10日（文科省研究

環境基盤部会学術研究の大型ﾌプロジェクトに関する作業部会と合同）、7月 18日 

今後の課題等 ・マスタープラン 2020の策定方針及び公募要項の策定、公募及び審査作業実施。 
・研究資金（科研費・寄付金等）に関する諸問題の検討。 

・研究評価基準に関する問題の整理と課題の抽出。 

 

■記載いただく内容は、外部評価有識者による外部評価を受けることも念頭に置き、活動の趣旨や審議内

容、具体的にどのような成果があがったのか、提言等のフォローアップ等など、数値や図、写真も用いつつ

分かりやすく述べるよう努めてください。関連するウェブサイト等があれば記載してください。 

また、前年度の活動実績に対する外部評価（参考資料参照）にて指摘された事項については、その後の進

捗がある場合はできる限り記載してください。 

 

■開催状況の記載について 

（例）平成 29年 11月 8日、平成 30年 4月 13日※メール、など 

※正式なメール会議は記載ください。メールでの意見交換等は基本記載不要ですが、記載いただく場合はそ

の旨がわかるように明記してください。 

 

■分量 

・委員会・若手アカデミー…約１/２ページ 

・分科会…約１/３ページ 

             様式３ 
（第２編・各委員会、分科会、若手アカデミー等） 


